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人口：147,622人　男性：73,756人　女性：73,866人　世帯数：55,056世帯（平成23年3月1日現在・外国籍のかたも含みます）
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痛いところはどこかな？（深谷赤十字病院）

平成23年度予算
東北地方太平洋沖地震関連…❻
市長の深谷がいい話…❼
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集合狂犬病予防注射…13
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市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
面
で
市
税

の
減
少
傾
向
が
続
く
中
、
歳
出
面
で
は

職
員
な
ど
の
人
件
費
の
削
減
が
図
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
福
祉
関
連
事
業
が
依

然
と
し
て
高
い
増
加
傾
向
を
示
し
て
お

り
、
財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
平
成
23
年

度
予
算
は
、
事
業
仕
分
け
や
補
助
金
の

見
直
し
を
実
施
し
つ
つ
、「
救
急
医
療

体
制
の
確
保
」
や
「
子
ど
も
た
ち
の
学

習
環
境
の
充
実
」
な
ど
の
事
業
に
重
点

を
置
き
編
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
予
算
の
総
額
は
、

７
８
４
億
６｀

１
６
９
万
１
千
円
（
前

年
度
比
７
・
１
％
増
）
で
、
内
訳
は
次

の
通
り
で
す
。

■
一
般
会
計
（
前
年
度
比
８
・
０
％
増
）

　

４
９
５
億
９｀
３
３
０
万
円

■
特
別
会
計
（
前
年
度
比
０
・
５
％
減
）

　

１
８
５
億
８
２
１
万
３
千
円

■
企
業
会
計
（
前
年
度
比
18
・
３
％
増
）

　

１
０
３
億
６｀

０
１
７
万
８
千
円

　

今
月
の
特
集
で
は
、
新
規
３
事
業
を

取
り
上
げ
、
紹
介
し
ま
す
。

※
歳
出
の
う
ち
、
そ
の
他
の
主
な
事
業

に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

深谷市・大里郡医師会
佐
さ

々
さ

木
き

 優
まさ

至
し

 会長

環境整備へ光明
　現在は、新研修医制度の不備もあり、特に地方

では医師不足が深刻です。

　このたび、市で実施される3本の医師確保対策

は、今後の深谷市の地域医療を考える上で、本当

に重要で必要な施策だと思います。市当局や議会

のご理解に深く感謝します。医師を目指す若い人

の夢を育てる「医師育成奨学金貸与制度」にも感

激しました。

　医師会単独でやれることは限られます。市や深

谷赤十字病院と一体となり、より良い医療環境を

つくっていかなければなりません。

深谷赤十字病院
諏
す

訪
わ

 敏
とし

一
かず

 院長

地域医療に全力
　地域医療には、病院間での役割分担が不可欠で

す。現在も病院間で連携し、当院は救命救急セン

ターとしての機能を果たしています。

　医師不足の問題を抱える中、市から当院の病院

事業にご協力いただくことになり、今回の医師確

保対策が有効に働くことを期待しています。

　市民の皆様には、かかりつけ医をお持ちいただ

き、初期医療についてはその先生にお願いし、当

院が救急救命医療に専念できる環境づくりにご協

力いただきたい。今後も、医師会および市と連携

し、県北の医療を支えていく所存です。

平成23年度予算（前年度比7.1%増）
総額784億 6,169万 1千円

3

1

2

3本柱による医師の確保対策
短期的な対策：「寄附講座」を開設

　大学に研究資金を提供し、その研究の一環で医師

が派遣される「寄附講座」を開設します。これは大

学から指導医レベルの医師を派遣してもらい、医師

不足対策と研修医の充実に効果のあるものです。

中期的な対策：「研修医研修資金貸与制度」

　研修医に研修資金を貸与します。貸与期間に応じ

て、一定期間深谷赤十字病院に勤務していただけれ

ば、研修資金の返還を免除する制度です。

長期的な対策：「医師育成奨学金貸与制度」

　医師を目指す大学生および高校生を対象に、医学

部医学科に要する費用を全額貸与します。貸与期間

に応じて、一定期間深谷赤十字病院に勤務していた

だければ、奨学金の返還を免除する制度です。

「医療」「教育」に重点

普済寺在住
大
おお

塚
つか

 照
てる

江
え

 さん

　1市3町の合併後、学校の耐震
化もされ、今回はエアコンの設置
までしていただくことになり、子
どもの環境が良くなることは、保
護者としてはうれしいですね。

　支援員のかたを増員すること
で、目の届く範囲が広がります。
先生と連絡を取り合いながら、子
どもたちの健やかな成長を見守っ
ていただきたいと思います。

黒田在住
江
え

田
だ

 優
ゆう

子
こ

 さん

　

深
谷
市
に
は
、
県
北
80
万
人
の
生
命

を
支
え
る
第
３
次
救
急
病
院
の
深
谷
赤

十
字
病
院
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
他

の
医
療
機
関
と
同
様
に
医
師
不
足
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

平
成
23
年
度
か
ら
医
師
の
確
保
に
向
け

た
対
策
を
３
本
柱
で
実
施
し
ま
す
（
詳

細
は
左
の
通
り
）。

　

他
の
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
医
師
育

成
の
奨
学
金
制
度
は
、
医
学
部
に
合
格

し
た
生
徒
を
対
象
に
費
用
の
一
部
を
貸

与
す
る
も
の
で
す
が
、
深
谷
市
が
行
う

奨
学
金
制
度
の
特
色
は
、
受
験
前
の
高

校
生
に
全
額
貸
与
を
約
束
す
る
こ
と

で
、
経
済
的
な
不
安
を
取
り
除
き
、
医

師
へ
の
道
を
進
み
や
す
く
し
て
い
る
点

に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
日
本
全
国
の
高

校
生
を
対
象
に
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

※
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
ふ
か

や
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

深
谷
赤
十
字
病
院
の
医
師
を
確
保

　

・・・・
３
，６
５
５
万
２
千
円

　

小
・
中
学
校
全
29
校
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
ま
す
。
施
設
整
備
維
持
事
業
と

し
て
、
２
億
５
｀
２
７
０
万
６
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
４
３
３
室

が
対
象
で
、
工
事
は
主
に
夏
季
・
冬
季

休
業
期
間
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
中

学
校
に
つ
い
て
は
平
成
24
年
の
夏
ま
で

に
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
の

夏
ま
で
に
整
備
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

　

・・・・
２
億
５
，２
７
０
万
６
千
円

市
独
自
の
施
策「
学
校
総
合
支
援
員
」を
配
置

そ
の
他
支
援
員
も
増
員
・・・・
３
，０
０
６
万
６
千
円

　

小
・
中
学
校
教
育
に
係
る
支
援
員
を

配
置
・
増
員
し
、
子
ど
も
と
教
師
が
向

き
合
え
る
時
間
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
ず
、
虐
待
や
保
護
者
の
対
応
、
学

校
運
営
上
の
問
題
、
補
習
学
習
な
ど
、

学
校
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
中

学
校
全
10
校
に
学
校
総
合
支
援
員
１
人

を
配
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
児
童
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
や
基
礎
・
基
本

の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
、
学
級
数

の
多
い
小
学
校
10
校
に
学
習
支
援
員
を

各
１
人
追
加
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
国

際
化
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
小
・
中

学
校
に
派
遣
し
て
い
る
英
語
指
導
助
手

を
２
人
増
員
し
ま
す
。
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豊かな自然と潤いある環境を守り育てるまちづくり1

2 安心して健康に暮らせる福祉のまちづくり

3 次代を担う人と文化を育
はぐく

むまちづくり

4 便利で機能的な都市づくり

安全に暮らせるまちづくり5

■地球温暖化対策事業　………………………………………………………………… 1,057万円

　住宅用太陽光発電システムの設置者に補助金を交付します。

■こども医療費支給事業　………………………………………………………… 4億 4,611万円

0歳から小学校修了前（入院は中学校修了前まで）の子どもを対象に、医療費の自己負担金分

を助成します。

■障害者支援事業　……………………………………………………………… 15億 8,505万円

障害者が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできるよう、介護給付や補装具費の給付など

を行います。

■介護保険等自己負担額助成事業　…………………………………………………… 1,762万円

　低所得者の介護保険の居宅サービスに係る自己負担の一部を助成します。

■花園公民館建設事業　…………………………………………………………… 1億 1,047万円

老朽化している花園公民館を建て替えます。平成23年度は、建設設計および花園総合支所の

解体工事を実施します（平成25年度完成予定）。

■浄配水設備改良事業　…………………………………………………………  28億 3,705万円

岡部浄水場の拡張工事などを実施します。

■常備車両購入事業　…………………………………………………………………… 5,134万円

救急自動車を2台更新します。

■通学路安全対策事業　………………………………………………………………… 1,128万円

路面標示（スクールゾーン）や安全ポールの設置など、通学路の安全対策を実施します。

活力とにぎわいあふれる産業づくり6
■特産物PR事業　………………………………………………………………………… 891万円

　全国ねぎサミットなどを通じて、深谷の野菜や花植木などをPRします。

参画と交流による市民が主役のまちづくり7
■ガーデンシティ推進事業　…………………………………………………………… 1,996万円

「ふかや花フェスタ」の開催やガーデニングの促進など、市民参加のまちづくりによる美し

い街並みづくりと、花の産地深谷のイメージアップを推進します。

　「総合振興計画」の施策の大綱に基づき、平成23年度の主要事業をご紹介します。

市民の皆さん１人当たりが負担する税金
117,246円

一般会計予算（3月1日現在の人口147,622人で換算）

市民税
50,060円

固定資産税
56,438円 市たばこ税

5,455円

都市計画税
3,549円 その他

1,744円

市民の皆さん１人当たりに使われるお金
335,948円

一般会計予算（3月1日現在の人口147,622人で換算）

民生費
127,909円

土木費
34,076円 教育費

26,567円

衛生費
33,163円 その他

114,233円

国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
後期高齢者医療特別会計
農業集落排水事業特別会計
国済寺土地区画整理事業特別会計
岡中央土地区画整理事業特別会計
武川中央土地区画整理事業特別会計
小前田駅北西部土地区画整理事業特別会計

小　　　　　計
下水道事業会計
水道事業会計

小　　　　　計
合　　　　　計

【一般会計】　市の会計の中心で、市の基本的な経費を取り扱う会計です。 
【特別会計】　特定の資金で、一般会計と区別して事業を行う会計です。　
【企業会計】　民間企業のように、独立採算により事業を行う会計です。

14,585,469
0

2,003,248
769,046
952,381
91,892
28,000
78,177

18,508,213
3,955,863
6,404,315
10,360,178
78,461,691

14,531,591
1,694

1,926,728
1,144,779
793,310
79,055
23,001
94,803

18,594,961
4,312,157
4,444,173
8,756,330
73,286,559

53,878
△ 1,694
76,520

△ 375,733
159,071
12,837
4,999

△ 16,626
△ 86,748
△ 356,294
1,960,142
1,603,848
5,175,132

0.4
△ 100.0

4.0
△ 32.8
20.1
16.2
21.7

△ 17.5
△ 0.5
△ 8.3
44.1
18.3
7.1

特
別
会
計

企
業
会
計

一般会計 49,593,300 45,935,268 3,658,032 8.0

【単位：千円・％（小数第 2位四捨五入）】会計別予算一覧
区　分 本年度予算額 前年度予算額 比　較

一般会計歳入●495億9,330万円 一般会計歳出●495億9,330万円

市債（9.2%）
45億5,250万円

地方消費税交付金
          （2.5%）
12億3,411万円

分担金及び負担金
          （2.8%）
13億7,307万9千円

繰越金（1.6%）
8億円

県支出金（5.6%）
27億7,344万9千円

諸収入（2.4%）
11億7,389万2千円

地方譲与税（1.4%）
6億9,504万6千円

農林水産業費（2.5%）
12億5,366万1千円

公債費（13.4%）
66億6,744万4千円

教育費（7.9%）
39億2,188万5千円

土木費（10.1%）
50億3,036万9千円

衛生費（9.9%）
48億9,559万6千円

消防費（3.8%）
18億9,840万1千円

国庫支出金（13%）
64億7,145万4千円

総務費（11.1%）
55億1,775万7千円

歳入 歳出

その他（7.5%）
37億2,412万8千円

その他（3.1%）
15億2,604万7千円

民生費（38.1%）
188億8,214万円

地方交付税（19.1%）
94億8,755万1千円

市税（34.9%）
173億809万1千円

・構成比は、小数第 2位で四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。

※△はマイナスを表します。 
※前年度予算額は、当初予算が骨格予算であっ
たため、6月補正後の数値を使用しています。

当 初 予 算 概 要
平 成 2 3 年 度

主 な 事 業 を ご 紹 介 し ま す
平 成 2 3 年 度
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
つ
い
て
、
市
内
の
被
害

状
況
お
よ
び
、
市
の
災
害
対
応
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
内
の
被
害
状
況

震
度
の
計
測
値
（
各
庁
舎
）
震
度
４
＝

市
役
所
本
庁
舎
・
岡
部
総
合
支
所
、
震

度
５
弱
＝
花
園
総
合
支
所
、
震
度
５
強

＝
川
本
総
合
支
所

人
的
被
害　

骨
折
し
た
か
た
＝
1
人

民
家
の
被
害　

屋
根
瓦
が
落
下
す
る
な

ど
42
件

道
路
お
よ
び
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う　

被
害
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

公
共
施
設　

内
壁
・
外
壁
の
ひ
び
、
ガ

ラ
ス
の
破
損
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
が
、

利
用
者
の
人
的
被
害
の
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

●
３
月
11
日
、
地
震
の
影
響
で
帰
宅
困

難
と
な
っ
た
か
た
に
、
岡
部
総
合
支
所

お
よ
び
深
谷
公
民
館
を
開
放
（
２
か
所

合
わ
せ
て
宿
泊
者
52
人
）

●
３
月
11
日
〜
、
消
防
署
員
が
埼
玉
県

隊
に
参
加
。
被
災
地
に
派
遣

●
３
月
14
日
〜
15
日
、
㈳
埼
玉
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
深
谷
支
部
と
共
同
で
、
友

好
都
市
田
野
畑
村
（
岩
手
県
）
へ
緊
急

援
助
物
資
を
搬
送

●
３
月
14
日
〜
、
義
援
金
の
受
け
付
け

●
３
月
16
日
〜
、
水
道
協
会
か
ら
の
依

頼
を
受
け
、
香
取
市
（
千
葉
県
）
へ
水

道
部
職
員
を
派
遣
。被
災
地
の
病
院
で
、

受
水
槽
へ
の
給
水
作
業
に
当
た
る
。

●
３
月
18
日
〜
、
救
援
物
資
の
受
け
付
け

●
３
月
19
日
〜
、
も
く
せ
い
館
へ
の
避

難
者
の
受
け
入
れ
、
深
谷
市
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
設
置

義
援
金
の
受
け
付
け

　

市
で
は
、
次
の
施
設
で
義
援
金
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

設
置
期
間　

４
月
28
日
㈭
ま
で

義
援
金
箱
設
置
施
設（
３
月
22
日
現
在
）

　

市
役
所
本
庁
舎
総
合
案
内
、
福
祉
課
、

総
合
支
所
、深
谷
市
立
図
書
館
、公
民
館
、

産
業
会
館
、
南
別
館
、
第
２
庁
舎
、
教

育
庁
舎
、
パ
テ
ィ
オ
、
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー

ト
ル
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
道
の
駅
、

J
A
ふ
か
や
櫛
挽
直
売
所
、
J
A
ふ
か

や
グ
ル
米メ

ハ
ウ
ス
（
本
店
）、
J
A
花
園

農
産
物
直
売
所
、
深
谷
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
つ
い
て

1
力
を
合
わ
せ
て

　
　

立
ち
向
か
い
ま
し
ょ
う

　

今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

見
舞
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
に
哀
悼

の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
に
は

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

深
谷
市
に
お
い
て
も
計
画
停
電
や
節

水
な
ど
、
市
民
生
活
に
多
く
の
影
響
を

及
ぼ
す
状
況
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
民
の
皆
様
に
は
多
大

な
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
に
つ
い
て
は
、
各
国
の

メ
デ
ィ
ア
が
一
斉
に
取
り
上
げ
、
震
災

に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ん
の
秩
序
あ
る
行
動

に
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
わ
が
深
谷
市
で
も
こ
ん
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
地
震
発
生
当
初
、

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
を
ご
利
用
さ
れ
た
多
く
の

か
た
が
た
が
、
帰
宅
困
難
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
岡
部
総
合
支
所
、
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
で
受
け
入
れ
、
毛

布
や
食
糧
な
ど
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
余
震
の
続
く
中
、
す
ぐ
さ

ま
帰
宅
を
希
望
す
る
20
人
程
度
の
か
た

が
た
を
、
岡
部
の
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
自
家
用
車
を
出
し
、
前
橋
、
高

崎
方
面
に
送
り
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
な

か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
わ
た
し
は
、
こ
う
い
う
市
民
の
か

た
が
大
勢
い
る
ま
ち
の
市
長
で
あ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
救
援
物
資
や
義
援
金
も
続
々

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
あ
り
が

た
い
で
す
。
こ
う
し
た
と
き
こ
そ
、「
負

け
て
た
ま
る
か
」
と
い
う
強
い
決
意
を

持
っ
て
、
力
を
合
わ
せ
て
立
ち
向
か
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

計画停電・原発関係・義援金・水道関係など

地震関係のご不安・ご心配にお応えします。

深谷市コールセンター　☎571‐1211

農
産
物
直
売
所
、
明
戸
農
産
物
直
売
所
、

ふ
か
や
緑
の
王
国
、
深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
、
川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、

ス
ー
パ
ー
ピ
ア
ゴ
、
ス
ー
パ
ー
オ
ザ
ム

※
休
館
中
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
設
置

し
ま
す
。

義
援
金
詐
欺
に
注
意

　

震
災
に
便
乗
し
た
義
援
金
詐
欺
の
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
詐
欺
の
手
口

を
知
り
、防
犯
対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

義
援
金
詐
欺
の
事
例　

①
携
帯
電
話
の

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
で
呼
び
掛
け
る　

②

公
的
機
関
な
ど
を
名
乗
り
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る　

③
各
家
庭
を
訪
問
し
現
金

を
取
り
に
来
る

※
公
的
機
関
が
一
般
家
庭
に
個
別
訪
問

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

友好都市田野畑村（岩手県）
の罹災状況（3月20日現在）

▪流失・浸水戸数　167戸 
▪被災者　483人 
▪避難者　629人 
▪安否不明者　26人 
▪亡くなったかた　15人 

●上
かみ

机
つくえ

莞
か ん

治
じ

田野畑村長のお話
　　　　　　　（3月15日・概略）
　早速、支援物資を送っていただ
き、本当にありがとうございます。
　現在は、電気、ガス、水道など
は使えますが、電話が不通で、家
族との安否確認が困難な状況です。
県や自衛隊から支援物資を頂ける
ので、避難所において水や食料が
極端に不足している状況ではあり
ませんが、今後、具体的に必要な
物があれば改めてお願いしたいと
思います。

公
共
施
設
の
利
用
再
開

　

地
震
発
生
以
来
、
３
月
21
日
ま
で
公

共
施
設
の
利
用
を
中
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
22
日
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
計
画

停
電
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
当

分
の
間
は
昼
間
（
原
則
、
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）
の
み
の
貸
し
出
し
と
な
り

ま
す
。
施
設
に
よ
っ
て
、
利
用
方
法
な

ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
事
前
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
節
電
の
た
め
、

暖
房
機
器
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

休
館
を
継
続
す
る
施
設
（
３
月
25
日
現

在
）
深
谷
市
民
体
育
館
、
旧
煉
瓦
製
造

施
設
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
も
く
せ

い
館
、
川
本
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
深
谷
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
パ

テ
ィ
オ
、
産
業
会
館

開設時間　4月10日まで 午前6時～午後10時
　　　　　4月11日～　 午前8時30分～午後5時15分

※防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎0180‐99‐4431）ま
たは、メール配信サービス（裏表紙参照）でも確認できます。
※いざというときのために、避難場所・避難経路を確認しておきましょう。

深谷市長　小島　進

●東京電力計画停電ご案内専用ダイヤル　 ☎0120‐925‐433
●東京電力カスタマーセンター   ☎0120‐995‐442

市
の
災
害
対
応（
３
月
22
日
現
在
）
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栄 一 の 残したもの
　

日
本
の
企
業
は
、
よ
く
「
家
族
」
に

例
え
ら
れ
ま
す
。
終
身
雇
用
な
ど
、
米

国
型
の
利
益
至
上
主
義
と
は
一
線
を
画

す
も
の
で
す
。
そ
の
根
底
に
は
、
日
本

企
業
が
「
富
は
全
体
で
共
有
し
社
会
に

還
元
す
る
も
の
」
と
い
う
思
想
が
あ
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
近
代
経

済
社
会
を
作
り
上
げ
た
人
物
の
思
想
が

色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
を
唱

え
、
実
践
し
た
実
業
家
で
社
会
事
業
家

が
い
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
通
り
、
現
在

の
深
谷
市
の
生
ま
れ
で
明
治
６
年
に
第

一
国
立
銀
行
総
監
役
に
就
任
し
、
わ
が

国
近
代
経
済
の
生
み
の
親
と
な
っ
た
渋

沢
栄
一
翁
で
す
。

　

日
本
の
大
変
革
時
代
で
あ
る
幕
末
か

ら
昭
和
初
期
、
先
駆
者
と
し
て
数
々
の

難
題
に
挑
戦
し
、
ま
た
、
社
会
福
祉
事

業
の
礎
を
築
い
た
渋
沢
栄
一
翁
。

　

栄
一
翁
が
、
生
涯
を
通
じ
て
貫
い

た
経
営
哲
学
と
は
何
か
。そ
れ
は「
利

潤
と
道
徳
を
調
和
さ
せ
る
」
と
い
う
、

経
済
人
が
な
す
べ
き
道
を
示
し
た

『
論
語
と
算そ

ろ
ば
ん盤

』
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　
「
事
柄
に
対
し
如い

か何
に
せ
ば
道
理

に
か
な
う
か
を
ま
ず
考
え
、
し
か
し

て
そ
の
道
理
に
か
な
っ
た
や
り
方
を

す
れ
ば
国
家
社
会
の
利
益
と
な
る
か

を
考
え
、
さ
ら
に
か
く
す
れ
ば
自
己

の
た
め
に
も
な
る
か
と
考
え
る
。
そ

う
考
え
て
み
た
と
き
、
も
し
そ
れ
が

自
己
の
た
め
に
は
な
ら
ぬ
が
、
道
理

に
も
か
な
い
、
国
家
社
会
を
も
利
益

す
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
余
は
断
然

自
己
を
捨
て
て
、
道
理
の
あ
る
と
こ

ろ
に
従
う
つ
も
り
で
あ
る
。」

　

経
済
人
ば
か
り
で
な
く
、
す
べ
て

の
日
本
人
が
帰
る
べ
き
原
点
で
す
。

　

歴
史
は
過
去
を
振
り
返
る
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
未
来
を
見
詰
め
る

指
針
と
も
な
る
も
の
で
す
。

　
「
広
報
ふ
か
や
」
で
は
、
来
月
号

か
ら
約
２
年
間
に
わ
た
り
、
栄
一
翁

の
生
涯
を
見
詰
め
直
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

『論語と算盤』ってなあに？
　『論語と算盤』は、渋沢栄一翁の著書で、
大正5年に出版されています。
　『論語』というのは、孔子の言

げん こ う

行の中
から、特に生活に触れた教訓ばかりを弟
子たちが集め、書物にしたものです。
　一言一句がすべて実際の日常生活に応

用が利き、読めばすぐに実行できるよう
な基本の道理を説いています。
　また、これに対し『算盤』は、経済活
動を表しています。
　利潤を追求する算盤と人の道徳を説く
論語。この一見不釣り合いなものが、実
は両立するものであり、利潤を求める経
済の中にも道徳が必要であると考えた栄
一翁の思いが詰まった1冊です。

﹇
予
告
編
﹈

　

今
年
の
１
月
30
日
、
和
光
市
で
開
催

さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
鍋
合
戦
」
で
、

武
州
煮
ぼ
う
と
う
研
究
会
（
通
称
「
煮

ぼ
研
」）
が
、
全
国
か
ら
集
結
し
た
鍋

自
慢
43
団
体
の
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。

　

煮
ぼ
研
は
、
５
年
連
続
の
出
場
で
、

過
去
の
成
績
は
準
優
勝
３
回
、
３
位
１

回
。
優
勝
に
あ
と
一
歩
及
ば
ず
、
悔
し

涙
を
流
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
悲
願

の
初
優
勝
を
手
に
で
き
た
裏
側
に
は
、

秘
策
が
あ
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

煮
ぼ
研
の
煮
ぼ
う
と
う
は
、
地
元
野

菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
醤

し
ょ
う

油ゆ

ベ
ー

ス
。
洗
練
し
過
ぎ
ず
、
田
舎
の
荒
っ
ぽ

さ
を
醍だ

い

醐ご

み味
に
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

こ
の
中
に
ほ
ん
の
少
し
大
吟
醸
の
酒
粕か

す

を
加
え
、
大
胆
さ
を
残
し
つ
つ
ま
ろ
や

か
さ
を
出
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
「
煮
ぼ
う
と
う
は
決
し
て
Ｂ
級
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
鍋
と
い
う
大
分
野
で
全

国
優
勝
で
き
る
実
力
を
示
せ
て
う
れ
し

い
」
と
会
長
の
小
林
さ
ん
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

煮
ぼ
研
が
生
ま
れ
た
の
は
、
平
成
15

年
。
ラ
ジ
オ
の
生
放
送
で
深
谷
を
訪
れ

て
い
た
毒ど

く

蝮
ま
む
し

三さ
ん

太だ

夫ゆ
う

さ
ん
の
「
お
れ
も

煮
ぼ
う
と
う
を
応
援
す
る
か
ら
頑
張

れ
」
と
言
う
一
言
に
小
林
さ
ん
が
一
念

発
起
。
10
人
ほ
ど
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
総
勢
50
人
に
増
え
、

そ
の
顔
触
れ
は
、
会
社
員
・
商
店
主
・

主
婦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

や
ロ
ケ
な
ど
で
腕
を
振
る
い
、
煮
ぼ
う

と
う
の
お
い
し
さ
を
全
国
に
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

次
の
目
標
は
、
煮
ぼ
う
と
う
を
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
に
よ
り
浸
透
さ
せ
る

こ
と
。
特
に
若
い
か
た
に
ふ
る
さ
と

の
味
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
そ
う
で

す
。

全
国
一
の
鍋
奉
行
に
輝
く

～武州煮ぼうとう研究会～

森
もり

田
た

二
ふ み お

三男さん（90歳）
　　　茂

しげ

子
こ

さん（86歳）

　市内でブティックを営む森田さん夫妻は、

ご結婚63年目。若い時は、忙しくてけんか

をする暇もなかったと話す茂子さんは、従業

員を束ねながら、自らも必死で縫製の仕事を

こなした当時を振り返ります。市議会議員の

活動など、地域のために尽くし、外に出るこ

とが多かった二三男さんは、家業を支えてく

れた奥さんのことを、最高の妻だと話してく

れました。夫婦円満の秘
ひ

訣
け つ

は、お互いを理解

し、信頼することだそうです。

大好きなお母さんへ
八基小学校5年（現6年）　齋

さ い と う

藤 未
み く

来 さん

▲武州煮ぼうとう研究会の皆さん（平成

22年9月1日熊野大神社にて）

　お母さん、この前は私に手紙をありがとう。

　道徳の時間に読んでお母さんが私を大切に思って

くれている心が強く伝わって来て、先生や友達がい

たけど涙が出たよ。お腹にいた小さい命のときから

私はお母さんに「大好きよ」と言って育ててもらっ

てきたんだね。私もだよ。お腹の中にいた時からずっ

とずっとお母さんが大好き。今日わかったよ。「あり

がとう」って大好きっていう意味なんだね。

　『私のママになってくれて、本当にありがとう。』

▲栄一翁を取り扱った書籍は数多く出版されている
（渋沢史料館ミュージアムショップ）

最優秀賞
小学校高学年の部

小
こ

林
ばやし

仲
な か

治
じ

会長

信頼で築いた
62年



2011.4. 広報ふかや 1011 2011.4. 広報ふかや

　深谷出身の経営者、鳥
と り ば

羽博
ひろ み ち

道氏を講師として招き、市

民大学最終回が行われました。鳥羽氏自身の歩んで来た

道の話を、受講生は、興味深く聴講していました。

　災害時の大規模な停電に対応するため、電力の復旧に

関する協定を締結しました。災害時に速やかに復旧工事

を行い、電力を供給できるようにするためです。

　アリオ深谷で開催されたフラワーアレンジ教室＆コン

テストに23人が参加しました。この企画は、フラワー

ライフをより楽しいものにするために行われました。

　埼玉工業大学の井
い ど

門教授と大学生4人が、講師となり

3Dの体験教室が行われました。生徒たちは、物が立体

に見える仕組みを赤青眼鏡などを使い、学びました。

　昨年12月に友好都市である岩手県田野畑村から送ら

れてきた鮭
さけ

の受精卵を300家庭で飼育し、3～4㎝に

成長した稚魚約7,000匹が放流されました。

　大震災で大きな被害を受けた、市の友好都市である岩

手県田野畑村に、緊急援助物資として毛布900枚、お

かゆやビスケット7,000食などを送りました。

　次世代を担う子どもたちに、認知症を正しく理解して

もらい、認知症のかたの支え手になってもらえるように

開催された県の講座です。約90人の生徒が受講しました。

　市民の健康増進および地域コミュニティーの推進のた

め開催された綱引き大会。総勢300人（男子17チーム、

女子5チーム）が参加して、熱戦を繰り広げました。

　県の「彩の国リバーサポート制度表彰規程」に基づき、

長年にわたり快適な河川環境の維持・保全に貢献してい

る団体として「吉野川を愛する会」が表彰されました。

　晴天に恵まれ、絶好のコンディションの中、5,000

人がエントリーし、健脚を競いました。レース後には、

郷土料理の「煮ぼうとう」が振る舞われました。

　埼玉県予選会、ダブルス男子4年生以下の部で準優勝

した福山・川村組が、市長を表敬訪問しました。残念なが

ら全国大会は中止でしたが、今後の活躍に期待します。

市民大学で講演する鳥羽博道㈱ドトールコーヒー名誉会長

締結式における小島進市長（左）と小
こ ぬ ま

沼俊
としひこ

彦熊谷支社長

コンテストに参加し、腕前を競う参加者 青赤眼鏡を使い3Dを体感する明戸中の2年生

約500人が大きくなって戻ってくることを願い、稚魚を放流しました

ペーパークラフト劇で認知症の人と接するときの心構えを学ぶ生徒

河川敷を清掃する「吉野川を愛する会（永
なが

田
た

勝
かつ

彦
ひこ

会長）」の皆さん

「安全安心深谷」をアピールする深谷警察署の署員

深谷小学校の福
ふくやま

山海
か い と

都くん（右）と上柴東小学校の川
かわむら

村祐
ゆう

太
た

くん

ふかや市民大学最終回～講師は鳥羽氏～
藤沢公民館

災害時における電力復旧に関する協定締結
市と東京電力㈱熊谷支社

フラワーアレンジ教室＆コンテスト
深谷市花き園芸組合連絡協議会

3次元可視化の理科教室～3D体験～
明戸中学校

生物研究学習事業～鮭の稚魚放流～
深谷公民館（利根川）

東北関東大震災被災地へ緊急支援物資搬送
市＆㈳埼玉県トラック協会深谷支部

中学生向け認知症サポーター養成講座
～藤沢中学校2年生～藤沢公民館

第23回川本地区市民綱引き大会
川本中学校体育館

埼玉県知事から感謝状
吉野川を愛する会（川本地区）

渋沢栄一のふるさとを走る！
第5回ふかやシティハーフマラソン

全国小学生ソフトテニス大会
埼玉県予選会準優勝ペアが表敬訪問

  2 ／
 26

  2 ／
 28

  3 ／
 12

  2 ／
 23

  2 ／
 19

  3 ／
 14

  2 ／
 25

  2 ／
 20

  1 ／
 29

  2 ／
 27

  3 ／
 8

田野畑村へ向けて出発するトラック協会の皆さん
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生
後
91
日
以
上
の
犬
に
つ
い
て

は
、
４
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で

の
間
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年

１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の
か

た
に
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
ず
は
が
き
を
お
持
ち
の

上
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
登
録
（
生
後
90
日

を
経
過
し
た
犬
）
も
受
け
付
け
ま

す
。

手
数
料
●
登
録
済
み
の
犬
＝
１
頭

に
つ
き
３｀

３
０
０
円
（
注
射
手

数
料
２｀

７
５
０
円
・
済
票
交
付

手
数
料
５
５
０
円
）、
新
規
登
録

の
犬
＝
１
頭
に
つ
き
６｀

３
０
０

円
（
登
録
手
数
料
３｀

０
０
０

円
・
注
射
手
数
料
２｀

７
５
０

円
・
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

※
犬
の
健
康
状
態
が
悪
い
な
ど
、

注
射
実
施
の
判
断
が
難
し
い
場
合

は
、
掛
か
り
付
け
ま
た
は
最
寄
り

の
獣
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
日
程
表
の
期
間
以
外
は
、
獣
医

師
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い

（
料
金
が
異
な
り
ま
す
）。

※
案
内
は
が
き
が
届
い
た
か
た

で
、
す
で
に
犬
が
死
亡
、
行
方
不

明
の
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
獣
医
師
で
注
射
を
受
け

た
場
合
は
、
獣
医
師
が
発
行
す
る

証
明
書
を
お
持
ち
の
上
、
問
い
合

わ
せ
先
で
注
射
済
票
の
交
付
（
手

数
料
５
５
０
円
）
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

市営住宅入居者募集
●問い合わせ　都市計画課（☎574‐6653）

　

市
営
住
宅（
空
き
家
住
宅
）

の
入
居
者
を
次
の
通
り
募
集

し
ま
す
。

入
居
の
条
件
●
次
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
か
た

①
市
内
在
住
か
在
勤
で
あ
る

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る　

③
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

④
年
収
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

⑤
市
町
村
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る

⑥
暴
力
団
員
で
は
な
い

⑦
連
帯
保
証
人
を
２
人
確
保
で
き
る

入
居
予
定
日
●
６
月
３
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
（
問
い

合
わ
せ
先
お
よ
び
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
で
配
布
）
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
は
、
部
屋
ご
と
に
行
い
ま

す
。
応
募
者
が
複
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
●
４
月
28
日
㈭（
必
着
）

ま
で
に
、
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は

直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

宿根600

3DK平成  5年

1

1

1

所在地

2

緑ケ丘22

2DK

昭和60年

昭和63年

昭和59年
建築年度 間取り

3DK

3DK

2DK

1

3DK 1平成18年新井354‐1新井住宅 27,800 ～ 54,600

17,700 ～ 34,700

22,000 ～ 43,200

21,400 ～ 42,000

18,300 ～ 36,000

23,900 ～ 46,900

募集戸数 家賃（予定）(円）

宿根住宅

緑ケ丘住宅

住宅名
入居者募集住宅

国民年金からのお知らせ
　　●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎525‐1844）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2211）
　　　　　　　　　川本市民生活課（☎583‐2783）　花園市民生活課（☎584‐1122）
　

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ

ク
を
受
検
す
る
場
合
に
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
ど
ち

ら
か
一
方
の
み
受
検
で
き
ま
す
。

対
象
●
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
か
た

①
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
、
そ
の
資
格
を
取
得
し
て

か
ら
１
年
以
上（
受
検
申
請
当
日
）

を
経
過
し
て
い
る

②
満
35
歳
以
上（
受
検
申
請
当
日
）

③
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯

④
受
検
日
当
日
、
深
谷
市
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
が
あ

る検
診
先
●
人
間
ド
ッ
ク
＝〔
市
内
〕

あ
ね
と
す
病
院
・
岩
崎
医
院
・
皆

成
病
院
・
金
子
医
院
・
川
本
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
佐
々
木

病
院
・
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
・
深

谷
中
央
病
院
〔
市
外
〕
埼
玉
よ
り

い
病
院
（
寄
居
町
）・
熊
谷
生
協

病
院
・
熊
谷
総
合
病
院
・
藤
間
病

院
（
熊
谷
市
）・
鶴
谷
病
院
（
伊

勢
崎
市
）、
脳
ド
ッ
ク
＝
〔
市
内
〕

磯
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
小
暮
医
院
・

佐
々
木
病
院

検
診
期
間
●
平
成
24
年
２
月
29
日

㈬
ま
で
（
３
月
の
日
程
を
ご
希
望

の
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

助
成
額
●
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳

ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
（
医
療
機
関

に
よ
っ
て
検
診
費
用
は
異
な
り
ま

す
）
の
う
ち
、
一
部
（
１
７｀

５

０
０
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

定
員
●
１｀

０
０
０
人

申
し
込
み
●
４
月
20
日
㈬
〜
12
月

28
日
㈬
ま
で
に
、
国
民
健
康
保
険

証
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
問
い

合
わ
せ
先
へ

※
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
結
果
に

よ
っ
て
、
特
定
保
健
指
導
や
健
康

相
談
の
ご
案
内
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
か

た
は
、
６
月
か
ら
始
ま
る
特
定
健

康
診
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

人間ドック・脳ドックを受けてみませんか
　　●問い合わせ　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2211）　川本市民生活課（☎583‐2783）
　　　　　　　　　花園市民生活課（☎584‐1122）

午前9時30分～11時 午後1時～2時 午前9時30分～11時 午後1時30分～3時午後2時30分～3時30分

平成23年度　狂犬病予防注射日程表　

4月5日㈫

6日㈬

7日㈭

8日㈮

11日㈪

12日㈫

13日㈬

4月14日㈭

15日㈮

17日㈰

18日㈪

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

春日神社（川）

川本保健センター（川）

花園総合支所（花）

花園就業改善センター（花）

岡里自治会館（岡）

岡部多目的センター（岡）

本郷農業総合センター（岡）

畠山五所自治会館（川）

前藤集会所（川）

武蔵野農村センター（花）

荒川集荷所（花）

榛沢農協（岡）

岡新田集会所（岡）

櫛挽農民センター（岡）

上原集会所（川）

折之口集会所（深）

上郷農村センター（花）

下郷公民館（花）

後榛沢公会堂（岡）

岡部公民館（岡）

大谷集落センター（深）

常盤公園（深）

南公民館（深）

市役所本庁舎（深）

上柴公民館仮設跡地（深）

八基公民館（深）

明戸公民館（深）

大台自治会館（深）

藤沢公民館（深）

市民体育館（深）

幡羅公民館（深）

市役所本庁舎（深）

豊里公民館（深）

大寄公民館（深）

東方集会所（深）

上柴コミュニティセンター（深）

南公民館（深）

（深）深谷地区　（岡）岡部地区　（川）川本地区　（花）花園地区

障
害
基
礎
年
金
の
『
子
の
加
算
』

　

障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
に

つ
い
て
は
、
受
給
権
発
生
時
に
生

計
を
維
持
し
て
い
る
子
が
あ
る
場

合
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
受
給
権

発
生
後
に
子
を
持
ち
、
そ
の
子
と

生
計
維
持
関
係
が
あ
る
場
合
に
も

子
の
加
算
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
た
に
子
の
加
算
を
行
う
場
合

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。な
お
、

加
算
の
対
象
と
な
る
子
が
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
児
童
で
あ
る
場

合
、
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎

年
金
の
子
の
加
算
の
ど
ち
ら
か
を

受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
学
生
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
難
し
い
場
合
は
、
保
険
料
を
後

払
い
に
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
」

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
に
申
請
し
、
平
成

23
年
度
も
引
き
続
き
同
じ
学
校
に

在
学
し
て
い
る
か
た
で
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
通
知
が
届
い
た
か
た

は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す

れ
ば
窓
口
で
の
申
請
は
不
要
で
す
。

対
象
●
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、

高
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な

ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生

※
本
人
の
前
年
所
得
が
１
１
８
万

円
超
の
と
き
は
、
こ
の
特
例
の
対

象
と
さ
れ
ま
せ
ん
（
学
生
に
扶
養

親
族
が
い
る
場
合
、
限
度
額
は
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
）。

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
●
特
例

の
対
象
と
な
っ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
年
金
受
給
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る

保
険
料
の
額
は
、
２
年
度
を
経
過

す
る
と
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て

加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

申
請
時
の
ポ
イ
ン
ト
●
申
請
は
年

度
ご
と
に
必
要
で
す
。
申
請
が
遅

れ
る
と
、
障
害
・
遺
族
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
５
，０
２
０
円
で
す
。

集合狂犬病予防注射
●問い合わせ　環境課（☎585‐5150）
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問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み 電話

臨
時
職
員
任
用
希
望
者
登
録

教
育
総
務
課
（

5
7
4
‐
5
8
1
1

・
〠
3
6
6
‐
0
8
2
3
本
住
町
17
‐
３
）

　

臨
時
職
員
へ
の
任
用
を
希
望
さ
れ
る
か

た
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

臨
時
職
員
を
任
用
す
る
必
要
が
生
じ
た

場
合
、
登
録
者
の
中
か
ら
面
接
な
ど
に
よ

り
選
考
し
、勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
登

録
し
て
も
、
任
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）。

　

勤
務
日
、
勤
務
時
間
な
ど
は
業
務
内
容

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

登
録
有
効
期
間
●
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

ま
で

①
小
・
中
学
校
用
務
員

応
募
資
格
●
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を

有
す
る
か
た

勤
務
場
所
●
市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日
●
原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日
７
時

間
45
分
）

②
小
・
中
学
校
栄
養
士

応
募
資
格
●
栄
養
士
免
許
を
有
す
る
か
た

勤
務
場
所
●
市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日
●
原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日
７
時

間
45
分
）

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
・
返
却

不
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

人
材
バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

企
画
課
（

５
７
４
‐
８
０
９
６
）

　
「
深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
い
た

だ
い
た
か
た
に
は
、
各
種
審
議
会
へ
の
委

員
と
し
て
の
参
加
や
講
演
会
な
ど
の
講
師

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
募
集

分
野
は
、
教
育
・
文
化
・
法
律
・
経
済
・

医
療
・
建
築
・
地
域
活
動
・
消
費
生
活
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

次
の
よ
う
な
か
た
を
募
集
し
ま
す

○
各
分
野
の
識
見
を
お
持
ち
の
か
た
、
な

ら
び
に
有
資
格
者

○
個
人
・
勤
務
先
・
各
種
団
体
な
ど
で
社

会
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
た

○
市
政
や
地
域
の
発
展
に
熱
意
を
持
っ
て

貢
献
で
き
る
か
た

応
募
要
件
●
20
歳
以
上
で
、
原
則
と
し
て

市
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は
市
内
に
活
動
の

場
を
お
持
ち
の
か
た

登
録
期
間
●
３
年
間

※
平
成
21
年
度
お
よ
び
22
年
度
中
に
登
録

さ
れ
た
か
た
は
、
再
登
録
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

企
画
課
（

５
７
４
‐
８
０
９
６
）

　

海
外
か
ら
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー
へ
研

修
に
来
て
い
る
外
国
人
日
本
語
教
師
を
、

土
・
日
曜
日
の
１
泊
で
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
登
録
制
で
、

受
け
入
れ
日
程
は
随
時
は
が
き
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
と
き
だ
け
、
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
日

本
の
家
庭
の
生
活
や
習
慣
、
文
化
な
ど
を

紹
介
し
な
が
ら
、
ご
家
族
で
国
際
交
流
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
●
①
市
内
在
住
で
、
宿
泊
用
に

１
部
屋
提
供
で
き
る
こ
と　

②
単
身
家
庭

で
な
く
、
家
族
で
受
け
入
れ
が
で
き
る
こ

と

４
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先

へ
友
の
会
新
規
会
員
募
集

深
谷
市
民
文
化
会
館
（

5
7
3
‐
８

７
６
５
）

会
員
特
典
●
公
社
主
催
事
業
チ
ケ
ッ
ト
先

行
販
売
・
割
引
き
購
入
、
情
報
誌
の
発
行

な
ど

年
会
費
●
市
民
＝
１
，０
０
０
円
、
市
外

の
か
た
＝
２
，０
０
０
円

有
効
期
間
●
入
会
日
翌
日
〜
平
成
24
年
３

月
31
日
㈯

入
会
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
年
会
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
会
員
登
録
後
、会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

県
食
品
表
示
調
査
員
の
募
集

県
農
産
物
安
全
課
（

0
4
8
‐
8
3
0

‐
4
1
1
0
・
〠
3
3
0
‐
9
3
0
1
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
‐
15
‐
１
）

対
象
●
県
内
在
住
で
、
20
歳
以
上
の
か
た

任
期
●
６
月
〜
平
成
24
年
３
月

内
容
●
食
品
販
売
店
で
日
ご
ろ
の
買
い
物

を
し
な
が
ら
食
品
表
示
の
有
無
な
ど
を
確

認
し
、
定
期
的
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

す
（
年
間
20
店
舗
程
度
）。

※
６
月
９
日
㈭（
熊
谷
市
）か
10
日
㈮（
さ

い
た
ま
市
）
の
午
後
に
、
指
定
す
る
会
場

で
委
嘱
お
よ
び
研
修
を
行
い
ま
す
。
報
告

に
応
じ
て
、
謝
礼
８
，０
０
０
円
（
年
間
）

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

定
員
●
1
0
0
人
（
選
考
）

※
選
考
結
果
は
５
月
末
ま
で
に
通
知
し
ま

す
。４

月
25
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
、年
齢
、職
業
、応
募
理
由（
1
0
0

字
程
度
）
を
明
記
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先

へ
第
39
回
市
民
音
楽
祭
参
加
団
体
募
集

深
谷
市
民
音
楽
祭
実
行
委
員
会
・
今い

ま

井い

さ
ん
（

5
7
4
‐
1
6
3
5
）

と
き
●
11
月
27
日
㈰

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※
参
加
を
希
望
す
る
団
体
は
、
４
月
30
日

㈯
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

日に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ

本
語
教
室

生し
ょ
う

涯が
い

学が
く

習し
ゅ
う

課か

（

５
７
２
‐
９
５
８

１
）

　

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

で
生せ

い

活か
つ

の
役や

く

に
立た

つ
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

び
ま
し
ょ
う
。

対た
い

象し
ょ
う

●
市し

内な
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う

か
在ざ

い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
か

たと
き
●
５
月が

つ

12
日に

ち

〜
11
月が

つ

17
日に

ち

ま
で
の
毎ま

い

週し
ゅ
う

木も
く

曜よ
う

日び

（
８
月が

つ

11
日に

ち

を
除の

ぞ

く
・
全ぜ

ん

25

回か
い

）
午ご

後ご

７
時じ

30
分ぷ

ん

〜
９
時じ

と
こ
ろ
●
深ふ

か

谷や

コこ

ミみ

ュゅ

ニに

テて

ィぃ

セせ

ンん

タた

ーー

教き
ょ
う

室し
つ

●
入に

ゅ
う

門も
ん

・
初し

ょ

級き
ゅ
う

・
中ち

ゅ
う

級き
ゅ
う

定て
い

員い
ん

●
60
人に

ん

参さ
ん

加か

料り
ょ
う

●
１
，０
０
０
円え

ん

防
衛
省
自
衛
官
採
用
セ
ミ
ナ
ー

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域

事
務
所
（

5
2
2
‐
4
8
5
5
）

対
象
●
大
学
生
・
転
職
希
望
者
な
ど

と
き
●
４
月
17
日
㈰
①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
中
会
議
室

種
目
●
幹
部
候
補
生
（
22
歳
以
上
26
歳
未

満
、
大
学
院
卒
は
28
歳
未
満
）、
一
般
曹

候
補
生
（
18
歳
以
上
27
歳
未
満
）
ほ
か

ふ
た
ご
・
み
つ
ご
サ
ー
ク
ル

保
健
セ
ン
タ
ー（

５
７
５
‐
１
１
０

１
）

　

双
子
・
三
つ
子
の
子
育
て
に
は
、
た
く

さ
ん
の
喜
び
や
楽
し
み
と
と
も
に
、
双

子
・
三
つ
子
な
ら
で
は
の
悩
み
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
体
験
を
一
緒
に
語
り
合
い
、

楽
し
く
情
報
交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
●
市
内
在
住
の
双
子
・
三
つ
子
と
そ

の
保
護
者
お
よ
び
多
胎
を
妊
娠
中
の
か
た

と
き
●
４
月
18
日
㈪
、
５
月
30
日
㈪
★
、

６
月
21
日
㈫
、
７
月
12
日
㈫
、
８
月
19
日

㈮
★
、
９
月
20
日
㈫
、
10
月
21
日
㈮
、
11

月
22
日
㈫
★
、
12
月
13
日
㈫
、
平
成
24
年

１
月
24
日
㈫
、
２
月
17
日
㈮
★
、
３
月
16

日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
★
の
日
は
、
体
重
測
定
を
実
施

と
こ
ろ
●
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
料
●
無
料

初
め
て
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
電
話
で

問
い
合
わ
せ
先
へ

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会（
中
止
）

も
く
せ
い
館（

5
8
3
‐
7
7
3
3
）

　

地
震
の
影
響
に
よ
り
、
4
月
の
観
望
会

は
中
止
し
ま
す
。

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

深
谷
保
育
園
（

５
５
１
‐

６
３
３
３
）
、
深
谷
西
保
育
園
（

５
７
３
‐
０
０
０
５
）

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
独
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

　

保
育
士
や
お
母
さ
ん
同
士
、
気
軽
に
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

とき（4月） 内容 ところ
11日㈪午前10時～ 説明会 深谷ビッグタートルサブアリーナ
12日㈫午前10時～ こどもの日製作 深谷保育園
14日㈭午前10時～ こどもの日製作 深谷西保育園
18日㈪午前 9時30分～ ジュニア（０・１歳児） 深谷保育園
19日㈫午前10時～ こどもの日製作 深谷保育園
21日㈭午前10時～ こどもの日製作 深谷西保育園
25日㈪午前 9時30分～ ジュニア（０・１歳児） 深谷保育園
26日㈫午前10時～ 仙元山ミニハイキング 仙元山公園
28日㈭午前10時～ 仙元山ミニハイキング 仙元山公園

とき（5月） 内容 ところ
 9日㈪午前 9時30分～ ジュニア（０・１歳児） 深谷保育園

☆
す
く
す
く
交
流
会
☆

と
き
●
毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
（
要
予
約
）　

内
容
●
親
子
で
保
育
園
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗（

５
７
５
‐

0
0
8
8
・
深
谷
町
９
‐
12
）

◇
野
の
花
工
房
作
品
展

と
き
●
４
月
13
日
㈬
〜
18
日
㈪

内
容
●
裂
き
織
・
草
木
染
め
・
絹
の
ざ
ぐ

り
糸
を
使
っ
た
作
品
の
展
示

◇
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
展

と
き
●
４
月
20
日
㈬
〜
５
月
２
日
㈪

内
容
●
色
鮮
や
か
な
季
節
の
花
や
多
種
の

ア
レ
ン
ジ
を
展
示

◇
フ
ラ
ワ
ー
風
水
講
習
会

と
き
●
４
月
10
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
正

午内
容
●
出
会
い
を
広
げ
る
花
ア
レ
ン
ジ

参
加
料
●
５
，０
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

定
員
●
７
人

あ
ぃ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
ぃ
ん
（

５
７
５
‐
３
４
２
２
・
深

谷
町
10
‐
24
）

　

毎
週
水
曜
日
は
、「
そ
ば
の
日
」
と
題

し
て
営
業（
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時
）

し
ま
す
。
北
海
道
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た

こ
だ
わ
り
の
手
打
ち
そ
ば
で
す
。

※
チ
ボ
リ
の
パ
ン
の
販
売
＝
木
・
金
曜
日

（
正
午
ご
ろ
〜
）

※
ラ
ン
チ
＝
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
４
月
29
日
㈷
〜
５
月
５
日
㈷
は
休
業
し

ま
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

深
谷
市
民
文
化
会
館（

5
7
3
‐

8
7
6
5
）

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
の
演
奏
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
●
小
学
生
以
上
で
、
演
奏
経
験
が
あ

り
、
使
用
す
る
楽
器
を
用
意
で
き
る
か
た

と
き
●
６
月
25
日
㈯
、
７
月
９
日
㈯
・
23

日
㈯
・
30
日
㈯
、８
月
６
日
㈯
・
21
日
㈰
、

９
月
25
日
㈰
（
全
７
回
）
午
前
10
時
〜
正

午と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
ほ
か

募
集
楽
器
●
バ
イ
オ
リ
ン
、ビ
オ
ラ
、チ
ェ

ロ
、フ
ル
ー
ト
、オ
ー
ボ
エ
、ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、ホ
ル
ン
、打
楽
器（
ス

ネ
ア
ド
ラ
ム
ほ
か
）

定
員
●
30
人
程
度
（
抽
選
）

内
容
●
練
習
曲
（
ビ
ゼ
ー
作
曲
ア
ル
ル
の

女
第
２
組
曲
よ
り
）
の
パ
ー
ト
練
習
、
合

奏指
導
●
深
谷
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団

参
加
料
●
１
，0
0
0
円

※
要
項
・
申
込
書
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
書
を
問
い

合
わ
せ
先
へ

憲
法
記
念
無
料
法
律
相
談
会

埼
玉
弁
護
士
会
熊
谷
支
部
（

５
２
１

‐
０
８
４
４
）

と
き
●
５
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
、
受
付
＝
午
後
０
時
30
分
ま
で

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。
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と
き
●
４
月
28
日
㈭
〜
６
月
15
日
㈬（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ
●
熊
谷
保
健
所

必
要
書
類
●
申
請
書
、
医
療
意
見
書
、
生

計
中
心
者
の
所
得
税
関
係
証
明
書
な
ど

※
お
持
ち
の
受
給
者
証
に
記
載
の
住
所
地

を
管
轄
す
る
保
健
所
か
ら
申
請
に
必
要
な

書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

全
国
健
康
保
険
協
会
加
入
者
の
特

定
健
診

全
国
健
康
保
険
協
会
埼
玉
支
部
（

０
４
８
‐
６
５
８
‐
５
９
１
５
）

　

主
に
中
小
企
業
で
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
へ
加
入
し
て
い
る
本
人

と
そ
の
家
族
は
、
市
の
特
定
健
診
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
直
接

事
業
所
へ
申
込
書
（
ご
本
人
用
）
お
よ
び

受
診
券
（
ご
家
族
用
）
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
協
会
け
ん
ぽ
の
任
意
継
続

保
険
へ
ご
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
と
住
居
を
失
っ
た
か
た
へ
の
住
宅

手
当

福
祉
課
（

５
７
４
‐
６
６
４
４
）

　
申
請
期
間
を
平
成
23
年
度
末
ま
で
延
長

し
ま
す
。

対
象
●
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職

し
、
住
居
を
喪
失
し
て
い
る
か
た
（
喪
失

す
る
恐
れ
が
あ
る
か
た
を
含
む
）
で
、
就

労
意
欲
の
あ
る
か
た

支
給
要
件
●

①
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

②
預
貯
金
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
行
っ

て
、
常
用
就
職
に
向
け
た
就
職
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
改
正
が
凍
結
さ
れ
、
平
成
24
年
３
月
ま

で
は
、
医
療
機
関
に
掛
か
っ
た
と
き
の
自

己
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
か
た
に
は
、
３
月
下
旬
に

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
特
定
記
録
郵
便

で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
４
月
以
降
医
療

機
関
を
受
診
さ
れ
る
際
は
、
被
保
険
者
証

と
今
回
お
送
り
し
た
高
齢
受
給
者
証
を
一

緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

環
境
課
（

５
８
５
‐
５
１
５
０
）

　

従
来
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
個
人
住
宅

に
で
き
た
場
合
に
限
り
、
駆
除
で
き
る
も

の
は
市
で
駆
除
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
は
駆
除
は
行
わ
ず
、
専
門
業
者
を
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
自
ら
駆
除
さ
れ
る
場

合
は
、
ハ
チ
駆
除
用
防
護
服
な
ど
を
貸
し

出
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給
付
の

継
続
申
請
受
け
付
け

熊
谷
保
健
所
（

５
２
３
‐
２
８
１
１
）

対
象
●
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
引
き
続
き

治
療
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
か
た

総
合
支
所
の
休
日
受
け
付
け
廃
止

総
務
課
（

５
７
４
‐
６
６
３
５
）

　

総
合
支
所
（
岡
部
・
川
本
・
花
園
）
で

行
っ
て
い
ま
し
た
休
日
受
け
付
け
は
、
４

月
１
日
か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
広
報
ふ
か
や
３
月
号
」５
ペ
ー

ジ
の
総
合
支
所
の
配
置
図
へ
「
休
日
の
受

付
」
と
記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
廃

止
に
伴
い
削
除
と
な
り
ま
す
の
で
訂
正
し

ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
区

域
を
一
部
変
更

長
寿
福
祉
課
（
５
７
４
‐
８
５
４
４
）、

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課

（

５
０
１
‐
１
３
３
０
）、
大
里
広
域
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
・
な
ご

み
（

５
９
８
‐
２
５
５
２
）、
大
里
広

域
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
な
み
ず
き

（

５
５
１
‐
１
１
１
５
）

　

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
か
ら
南
側
の
東
方
住
所
地

の
一
部
（
下
原
前
・
南
下
原
）
は
、
大
里

広
域
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ａ
・
な
ご
み
の
担
当
地
区
で
し
た
が
、
効

率
的
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
４
月
１
日
か
ら
担

当
が
大
里
広
域
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
な
み
ず
き
に
変
わ
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
者
自
己
負
担
の

１
年
間
据
え
置
き

保
険
年
金
課
（

５
７
４
‐
６
６
４
１
）

　

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
〜
74
歳
の
か
た
の
う
ち
、
所
得
が

一
定
額
未
満
で
、
自
己
負
担
が
１
割
の
か

た
は
、高
齢
者
医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

４
月
か
ら
、
医
療
機
関
に
掛
か
っ
た
と
き

の
自
己
負
担
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

　

訪
問
で
は
、
お
子
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

健
康
状
態
の
確
認
や
育
児
の
相
談
、
子
育

て
情
報
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
。

※
３
月
25
日
現
在
、
ヒ
ブ
お
よ
び
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
一
時
見
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
税
務
諸
証
明
の
交
付

市
民
税
課（

５
７
４
‐
６
６
３
７
）

　

種
類
に
よ
っ
て
交
付
で
き
る
時
期
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交付時期 主な証明の種類

4月1日㈮から交付
できる物

評価証明書（土地・家屋）、家屋所在証明
書、土地所有証明書など

4月28日㈭から交付
できる物 公課証明書（土地・家屋）

5月10日㈫から交付
できる物

住民税が特別徴収（給与天引き）のかた
の課税（所得）証明書、非課税証明書、住
民税決定証明書など

6月10日㈮から交付
できる物

住民税が普通徴収（個人納付）のかたの
課税（所得）証明書、非課税証明書、住民
税決定証明書など

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

こ
ど
も
青
少
年
課
（

５
７
４
‐
６
６

４
６
）

　

市
で
は
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
対
象
に
、
家

庭
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
の
際
は
、
訪
問
員
が
事
前
に
電
話

連
絡
し
、
訪
問
日
時
を
調
整
し
て
か
ら
伺

い
ま
す
。ま
た
、訪
問
員
は
、「
訪
問
員
証
」

を
携
行
し
て
い
ま
す
。　

（
乗
馬
体
験
は
先
着
50
人
）

参
加
料
●
８
０
０
円

求
人
企
業
合
同
面
接
会

県
雇
用
対
策
協
議
会
（

０
４
８
‐
６

４
７
‐
４
１
８
５
）

対
象
●
平
成
24
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
か
た
（
１
〜

３
年
以
内
程
度
の
既
卒
者
も
参
加
で
き
ま

す
）

と
き
・
と
こ
ろ
●
大
宮
会
場
＝
4
月
13
日

㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民

ホ
ー
ル
、
熊
谷
会
場
＝
4
月
19
日
㈫
熊
谷

市
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル

※
開
催
時
間
は
両
会
場
と
も
に
午
後
１
時

〜
４
時
、
受
付
＝
正
午
〜
午
後
３
時
30
分

そ
の
他
●
予
約
不
要
、入
退
場
自
由
で
す
。

履
歴
書
を
複
数
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
求
人

企
業
情
報
を
来
場
者
全
員
に
配
布
し
ま

す
。
参
加
企
業
は
、
大
宮
30
社
、
熊
谷
15

社
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
、ヒ
ブ
、小
児
用
肺

炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

保
健
セ
ン
タ
ー
（

５
７
５
‐
１
１
０

１
）

　

市
で
は
、
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
の
３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
や
助
成
金
額
、
事
業
開
始
日
な

ど
、
詳
細
は
、
広
報
ふ
か
や
５
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
助
成
事
業
開
始
前
に
接
種
し
た
ワ
ク
チ

ン
費
用
に
つ
い
て
は
、
助
成
の
対
象
外
で

内
容
●
野
外
活
動
（
テ
ン
ト
体
験
）
と
野

外
ク
ッ
キ
ン
グ

持
ち
物
●
軍
手
、
水
筒

当
日
現
地
で
受
け
付
け
ま
す
。

囲
碁
入
門
教
室

深
谷
囲
碁
ク
ラ
ブ
・
國く

に

枝え
だ

さ
ん
（

５
７
2
‐
０
０
９
２
）

と
き
●
４
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
、
５
月
４

日
㈷
午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ
●
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員
●
先
着
６
人

ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
＆
乗
馬
体
験
教
室

深
谷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
松ま

つ

島し
ま

さ
ん

（

０
９
０
‐
８
１
０
８
‐
３
３
５
４
）

対
象
●
５
歳
〜
12
歳
（
保
護
者
同
伴
）

と
き
●
４
月
10
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
11

時
（
雨
天
の
場
合
は
17
日
㈰
）

と
こ
ろ
●
深
谷
櫛
挽
ヶ
原
ラ
グ
ビ
ー
場

内
容
●
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
、
乗
馬
体
験

と
こ
ろ
●
熊
谷
市
立
商
工
会
館
２
階
大

ホ
ー
ル

あ
っ
た
か
村

あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（

・

５
７
２
‐
３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ
ん
（

５
７
０
‐
１
８
７
６
）

と
き
●
開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
（
５

月
２
日
㈪
・
５
日
㈷
を
除
く
）、
囲
碁
ク

ラ
ブ
＝
４
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

定
員
●
開
村
日
＝
先
着
20
〜
25
人
程
度
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
先
着
10
人
程
度

参
加
料
●
開
村
日
＝
利
用
者
8
0
0
円
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
0
0
円
、
囲
碁
ク
ラ
ブ

＝
1
0
0
円

前
日
ま
で
に
、
開
村
日
は
鈴
木
さ
ん
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木
部
さ
ん
へ

介
護
者
の
つ
ど
い

介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・
森も

り

田た

さ
ん
（

５
７
１
‐
０
７
５
７
）

と
き
●
４
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
（
毎
月
第
２
水
曜
日
）

と
こ
ろ
●
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

談
話
室

内
容
●
家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持
つ
人
た

ち
と
の
交
流

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
活
動
体
験

寺
山
事
務
所
・
丸ま

る

岡お
か

さ
ん
（

５
７
１

‐
２
２
３
１
）

対
象
●
年
長
お
よ
び
小
学
生
の
女
子
、
活

動
に
興
味
の
あ
る
女
性

と
き
●
４
月
29
日
㈷
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
受
付
＝
午
前
９
時
〜
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
●
つ
ば
き
公
園

『はらぺこあおむし』　　　エリック・カール

ふかや必読書 ３１

　暖かな朝、はらぺこあおむし、誕生！
　曜日ごとに増えていく食べ物の絵
が、小さなページから大きなページに
広がっていき、その果物にあおむしの
食べた穴が開いている仕掛け絵本にも
なっています。最後は、紙面いっぱい
に描かれたチョウの美しさ。親子で楽
しみましょう。
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参
加
料
●
１
人
＝
３
，５
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

５
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

（
子
供
・
初
心
者
水
泳
教
室

市
水
泳
連
盟
・
須す

藤ど
う

さ
ん
（

５
７
３

‐
８
３
０
３
）

対
象
●
泳
力
５
メ
ー
ト
ル
未
満
の
小
・
中

学
生

と
き
●
５
月
８
日
㈰
・
15
日
㈰
・
22
日
㈰

（
全
３
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
●
パ
テ
ィ
オ

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
１
人
＝
２
，０
０
０
円
（
保
険

料
・
入
場
料
を
含
む
）

４
月
６
日
㈬
〜
27
日
㈬
ま
で
に
、
参
加

料
を
添
え
て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
内
・

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

※
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
承
諾
印
が

必
要
で
す
。

部
、
シ
ニ
ア
の
部
（
45
歳
以
上
）、
グ
ラ

ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
（
60
歳
以
上
）、
高
校

の
部
、
中
学
の
部
、
パ
パ
の
部
・
マ
マ
の

部
（
初
心
者
）【
ダ
ブ
ル
ス
男
女
別
】
Ａ

の
部
、
Ｂ
の
部
（
初
心
者
）　

参
加
料
●
【
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
般
・
シ
ニ

ア
・
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
・
パ
パ
・
マ
マ
＝

８
０
０
円
、
高
校
生
＝
６
０
０
円
、
中
学

生
＝
４
０
０
円
、 【
ダ
ブ
ル
ス
】
１
チ
ー

ム
＝
１
，０
０
０
円
（
中
学
生
は
８
０
０

円
・
保
険
料
を
含
む
）

４
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

初
心
者
弓
道
教
室

市
弓
道
連
盟
・
石い

し

井い

さ
ん
（

５
７
２

‐
６
０
１
７
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
18
歳

以
上
（
高
校
生
を
除
く
）

と
き
●
５
月
10
日
〜
６
月
17
日
ま
で
の
毎

週
火
・
金
曜
日
（
全
12
回
）
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
弓
道
場

定
員
●
先
着
20
人

※
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
承
諾
印
が

必
要
で
す
。

②
レ
デ
ィ
ー
ス
教
室

対
象
●
20
歳
〜
50
歳
く
ら
い
ま
で
の
女
性

と
き
●
５
月
10
日
〜
26
日
ま
で
の
毎
週

火
・
木
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
８
時
〜
９
時

定
員
●
先
着
20
人

参
加
料
●
１
人
＝
２
，０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

【
①
②
共
通
】

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
武
道
場

４
月
26
日
㈫
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

市
民
卓
球
大
会

市
卓
球
連
盟
・
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
（

０
９
０

‐
４
７
０
８
‐
１
３
９
３
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
、
連

盟
登
録
者
お
よ
び
連
盟
が
認
め
た
か
た

と
き
●
５
月
15
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
【
シ
ン
グ
ル
ス
男
女
別
】
一
般
の

里
公
民
館
）

参
加
料
●
１
人
＝
２
，０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

４
月
27
日
㈬
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

※
午
後
７
時
以
降
の
時
間
帯
は
応
相
談

護
身
術
少
林
寺
拳
法

市
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
吉よ

し

野の

さ
ん
（

５
７
３
‐
１
７
９
８
）

①
親
子
教
室

対
象
●
５
歳
〜
小
学
生
ま
で
の
子
と
そ
の

保
護
者

と
き
●
５
月
10
日
〜
26
日
ま
で
の
毎
週

火
・
木
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
７
時
〜
８

時定
員
●
先
着
30
組

参
加
料
●
１
組
＝
３
，０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

の
遺
言
の
日
を
記
念
し
て
、
弁
護
士
が
無

料
で
遺
言
お
よ
び
相
続
に
関
す
る
法
律
相

談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
●
４
月
15
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時
、

受
付
＝
午
後
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ
●
埼
玉
弁
護
士
会
館

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者

手
当
な
ど
の
手
当
額

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
＝
こ
ど

も
青
少
年
課
（

５
７
４
‐
６
６
４
６
）、

特
別
児
童
扶
養
手
当
以
外
の
手
当
に
つ
い

て
＝
障
害
福
祉
課
（

５
７
１
‐
１
０
１

１
）

　

今
年
度
か
ら
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
お

よ
び
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
手
当
額
が

次
の
通
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
●
１
級
＝
５
０
，

５
５
０
円
（
平
成
22
年
度
５
０
，７
５
０

円
）、
２
級
＝
３
３
，６
７
０
円
（
平
成
22

年
度
３
３
，８
０
０
円
）

特
別
障
害
者
手
当
●
２
６
，３
４
０
円（
平

成
22
年
度
２
６
，４
４
０
円
）

障
害
児
福
祉
手
当
●
１
４
，３
３
０
円（
平

成
22
年
度
１
４
，３
８
０
円
）

福
祉
手
当
●
経
過
措
置
分
１
４
，３
３
０

円
（
平
成
22
年
度
１
４
，３
８
０
円
）

初
心
者
剣
道
教
室

市
剣
道
連
盟
・
堀ほ

り

口ぐ
ち

さ
ん
（

５
７
１

‐
０
４
９
８
）

対
象
●
幼
稚
園
（
年
長
）
以
上

と
き
●
５
月
１
日
〜
29
日
ま
で
の
毎
週
日

曜
日
（
全
５
回
）
午
後
６
時
〜
７
時

と
こ
ろ
●
市
民
体
育
館
（
５
月
１
日
は
豊

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

支
給
期
間
●
原
則
６
か
月（
最
大
９
か
月
）

支
給
額
●
賃
貸
住
宅
の
家
賃
額
（
世
帯
員

数
ご
と
の
上
限
額
お
よ
び
収
入
に
応
じ
た

減
額
調
整
あ
り
）

労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

熊
谷

労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
熊

谷
（

５
７
０
‐
２
１
７
０
）

　
ニ
ー
ト
な
ど
の
若
者
の
職
業
的
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
専
門
的
な
相
談
や
自
立

に
向
け
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
適

切
な
支
援
機
関
へ
の
誘
導
な
ど
、
多
様
な

就
労
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
●
15
歳
〜
40
歳
未
満
の
か
た
と
そ
の

保
護
者

と
き
●
月
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
求
人
申
込
書
が
変
わ
り
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
谷
（

５
２
２
‐

５
６
５
６
）

　
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
４
月
25

日
㈪
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
に
ご
提
出
い
た
だ
い
た
求

人
申
込
書
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
求
人
の
更
新
時
と
新
規
申
込

時
に
新
様
式
へ
の
書
き
換
え
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
ご
要
望
に
よ
り
記
入
例
の

配
布
も
兼
ね
て
当
所
か
ら
求
人
開
拓
推
進

員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

遺
言
の
日
記
念
相
続
問
題
相
談
会

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（

０
４
８
‐
７
１
０
‐
５
６
６
６
）

　
埼
玉
弁
護
士
会
で
は
、
毎
年
４
月
15
日

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

　
　
し
ゅ
わ

　

学
校
に
、人
け
ん
の
べ
ん
き
ょ
う
で
、耳
の

き
こ
え
な
い
人
が
き
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
ん

な
べ
ん
き
ょ
う
を
し
ま
し
た
。

　

耳
の
き
こ
え
な
い
人
は
、じ
分
の
言
っ
た

こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、し
ゅ
わ
を
つ
か
っ

て
、話
す
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、し
ゅ
わ
の
つ
か
い
か
た
を
お
そ
わ

り
ま
し
た
。「
お
な
か
い
っ
ぱ
い
」「
お
に
ぎ
り

み
っ
つ
食
べ
ま
し
た
」「
雨
が
ふ
っ
て
い
る
の

に
、か
さ
を
わ
す
れ
た
」「
お
は
よ
う
」「
こ
ん

に
ち
は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」「
お
か
べ
小
学
校
」

な
ど
と
い
う
ひ
ょ
う
げ
ん
の
し
か
た
を
お
そ

わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、耳
の
き
こ
え
な
い
人
が
や
っ

た
し
ゅ
わ
を
見
て
、あ
て
ま
し
た 

。

　

そ
の
あ
と
い
ろ
い
ろ
し
つ
も
ん
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、会
っ
た
人
に
、し
ゅ
わ
で
、こ

ん
に
ち
は
と
話
し
か
け
て
も
、わ
か
ら
な
い

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

だ
け
ど
、い
ま
は
、つ
う
や
く
す
る
人
が
い
る

の
で
、し
ゅ
わ
で
こ
ん
に
ち
は
と
いっ
て
も
、つ

う
や
く
す
る
人
が
、こ
と
ば
で
、こ
ん
に
ち
は

と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、こ
ん
に
ち
は
と
い
う

こ
と
ば
が
つ
た
わ
り
ま
す
。そ
し
て
、つ
う
や

岡部小学校3年
岡
お か

部
べ

　真
ま

衣
い

く
す
る
人
が
そ
の
人
か
ら
き
い
た
こ
と
ば

も
、し
ゅ
わ
で
お
し
え
て
く
れ
る
の
で
、そ
の

人
と
か
い
わ
が
で
き
る
そ
う
で
す
。耳
の
わ

る
い
人
が
し
ゅ
わ
で
や
っ
た
こ
と
を
つ
う
や

く
す
る
人
が
話
し
ま
し
た
。

「
む
か
し
は
つ
う
や
く
す
る
人
が
い
な
か
っ
た

の
で
、学
校
で
は
、し
ゅ
わ
は
だ
め
と
言
わ
れ

た
け
ど
、い
ま
は
つ
う
や
く
す
る
人
が
い
る
の

で
、あ
ん
し
ん
。」と
、言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、耳
の
き
こ
え
な
い
人
が
さ
よ

う
な
ら
と
い
う
し
ゅ
わ
を
お
し
え
て
く
れ
ま

し
た
。そ
の
あ
と
、二
年
生
か
ら
の
か
ん
そ
う

を
き
き
ま
し
た
。さ
い
ご
に
耳
の
き
こ
え
な

い
人
が
、し
ゅ
わ
で
、さ
よ
う
な
ら
、と
や
っ
た

の
で
、み
ん
な
で
、さ
よ
う
な
ら
、と
や
っ
て
わ

か
り
ま
し
た
。

　

学
校
に
、つ
ぎ
の
日
き
た
と
き
も
、お
は
よ

う
と
、し
ゅ
わ
を
つ
か
っ
て
、朝
、あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。

　

し
ゅ
わ
が
あ
る
と
、耳
の
き
こ
え
な
い
人

と
、か
い
わ
が
で
き
る
の
で
、ほ
か
の
人
に
も

お
し
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。そ
し
て
、も
っ
と
、

し
ゅ
わ
の
こ
と
を
べ
ん
き
ょ
う
し
た
り
し
て
、

お
ぼ
え
て
い
き
た
い
で
す
。し
ゅ
わ
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、耳
の
き
こ
え
な
い
人
と
、

か
い
わ
を
し
た
り
、耳
の
き
こ
え
な
い
人
の
、

お
手
つ
だ
い
を
し
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、耳
の
き
こ
え
な
い
人
だ
け
で
な

く
、目
の
み
え
な
い
人
の
た
め
に
も
、い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、学
校
に
、目
の
み
え
な
い
人
や
、耳

の
き
こ
え
な
い
人
が
き
た
ら
、し
ゅ
わ
を
べ
ん

き
ょ
う
し
た
り
し
て
、話
し
て
み
た
い
で
す
。
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※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
時
間
内
に
参
加

さ
れ
る
か
た
は
無
料

当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
休
講
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
臨
時
休
館

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（

５
７
２
‐

３
０
０
０
）

　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
で
は
、
建
物
・

設
備
類
の
定
期
点
検
お
よ
び
特
別
清
掃
の

た
め
、次
の
通
り
臨
時
休
館
に
な
り
ま
す
。

　

休
館
日
は
、
当
館
の
貸
し
出
し
申
請
な

ど
の
受
け
付
け
業
務
も
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
園
関
係
の
貸
し
出
し
受
け
付

け
は
、
通
常
通
り
行
い
ま
す
。

臨
時
休
館
日
●
５
月
30
日
㈪
、
９
月
８
日

㈭
、
11
月
21
日
㈪
、
平
成
24
年
２
月
14
日

㈫※
都
合
に
よ
り
、
休
館
日
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

全
国
一
斉「
あ
そ
び
の
日
」深
谷
会
場

み
ん
な
で
ワ
ク
ワ
ク
遊
び
ん
ピ
ッ
ク

市
レ
ク
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

５
７
２
‐
９
５
８
１
）

対
象
●
オ
ー
プ
ン
（
小
学
生
だ
け
で
の
参

加
は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
）

と
き
●
５
月
15
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時
、

受
付
＝
午
後
０
時
40
分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
小
学
校

内
容
●
石
け
り
、
陣
取
り
ゲ
ー
ム
、
ベ
イ

ゴ
マ
、け
ん
玉
、お
手
玉
、チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ザ
・
ゲ
ー
ム
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

３
Ｂ
体
操
教
室
な
ど

参
加
料
●
１
人
＝
１
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

小
学
校
や
公
民
館
で
配
布
し
て
い
る
申
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　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分ま
で（ほかの機関との調整が必要なものについては、
一部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

深
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
生
涯
学

習
課
内
・

５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ
て
、
楽
し
く

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　

ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
奉
仕
活
動
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
●
小
学
校
１
年
生
以
上

種
目
●
サ
ッ
カ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
少

年
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
空
手
道
・
柔

道
・
剣
道
・
テ
ニ
ス

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

主
催
教
室（
４
月
〜
６
月
分
）

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（

５
７
２
‐

３
０
０
０
）

①
入
門
ヨ
ガ
教
室

と
き
●
毎
週
金
曜
日
午
前
11
時
45
分
〜
午

後
０
時
45
分

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

と
き
●
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜
３

時
30
分

③
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

④
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ラ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

⑤
入
門
ラ
テ
ン
エ
ア
ロ
ビ
＆
サ
ル
サ
教
室

と
き
●
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時

【
各
教
室
共
通
】

対
象
●
オ
ー
プ
ン

と
こ
ろ
●
研
修
会
議
室

定
員
●
各
先
着
30
人

参
加
料
●
１
回
＝
４
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
当

日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

３
Ｂ
体
操
無
料
体
験
講
座

３
Ｂ
体
操
協
会
深
谷
支
部
・
塚つ

か

本も
と

さ
ん

（

５
８
５
‐
０
１
１
５
）

対
象
●
女
性

と
き
●
４
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

定
員
●
先
着
50
人

参
加
料
●
無
料

４
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
市
レ
ク
協
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
・

５
７
２
‐

９
５
８
１
）
へ

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
上
履
き
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

自
治
防
災
課
（

５
７
４
‐
８
５
９
７
）

　

緊
急
地
震
速
報
や
テ
ロ
攻
撃
な
ど
、
緊

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

定
期
上
映
時
間

　

①
午
前
10
時
30
分
〜

　

②
午
後
１
時
30
分
〜

　

③
午
後
４
時
30
分
〜

　

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア

タ
ー
・
エ
フ（
☎
５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

「
冬
の
小
鳥
」（
韓
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
92
分
）

と
き　

４
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
①
②

③
④

内
容　

フ
ラ
ン
ス
在
住
の
女
性
監
督

自
ら
の
孤
児
院
体
験
を
基
に
母
国
で

制
作
さ
れ
た
感
動
ス
ト
ー
リ
ー

「
ト
イ
レ
ッ
ト
」（
日
本
・
１
０
９
分
）

と
き　

４
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
①
②

③
④

内
容　
「
か
も
め
食
堂
」
荻
上
直
子
監

督
の
ハ
ー
ト
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
作
品

〜
深
谷
シ
ネ
マ移転

１
周
年
記
念
企
画
〜

「
な
ご
り
雪
」（
日
本
・
１
１
１
分
）

と
き　

４
月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
①

内
容　

親
友
の
一
報
に
よ
り
帰
郷
し

た
男
に
、
高
校
時
代
に
過
ご
し
た
少

女
と
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
。
だ

が
彼
女
の
命
は
今
に
も
終
え
ん
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
た
。

「
う
ま
れ
る
」（
日
本
・
１
０
４
分
）

と
き　

４
月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
②
③

④内
容　

命
の
誕
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
で
向
き
合
う
４
組
の
夫
婦
の
境
遇

を
通
じ
て
、
人
間
の
生
き
る
意
味
を

問
い
掛
け
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
最
後
の
忠
臣
蔵
」（
日
本
・
１
３
３
分
）

と
き　

４
月
24
日
㈰
〜
30
日
㈯
①
②

③
④

内
容　

47
士
の
う
ち
唯
一
生
き
延
び

た
侍
の
数
奇
な
運
命
。
海
外
メ
デ
ィ

ア
か
ら
も
絶
賛
を
浴
び
た
時
代
劇
の

枠
を
超
え
た
感
動
の
人
間
ド
ラ
マ

4月のご案内

急
事
態
が
起
き
た
と
き
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
早
期
避
難
や
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
国
が
市
の
防
災
行
政
無
線
を
自
動
起

動
さ
せ
、
瞬
時
に
警
報
を
放
送
す
る
シ
ス

テ
ム
（
Ｊジ

ェ
イ

‐
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
運
用
を
４

月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
際
し
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
自
動
的
に
放
送
す
る
シ
ス
テ
ム
の
た

め
、
真
夜
中
で
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

②
市
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
（
防
災
行

政
無
線
情
報
）
は
行
い
ま
せ
ん
。

③
緊
急
地
震
速
報
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家
の
閉
館

長
寿
福
祉
課
（

５
７
４
‐
６
６
４
５
）

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家
（
は
た
ら
、
西

大
沼
、
上
柴
、
台
天
白
、
岡
里
、
黒
田
）

は
、３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
利
用
・
ご
愛
顧
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

深
谷
公
民
館
の
使
用
可
能
競
技
変
更

深
谷
公
民
館
（

５
７
１
‐
０
５
０
６
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
深
谷
公
民
館
体
育
室

で
の
フ
ッ
ト
サ
ル
・
サ
ッ
カ
ー
の
使
用
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
民

体
育
館
、
上
柴
公
民
館
な
ど
の
施
設
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
工
務
課
（

５
７
４
‐
６
６
６
１
）　

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

三
立
水
道
工
業
（
深
谷
市
・

５
７
１
‐

３
３
６
７
）
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パソコン教室

ところ 講座名 内容 とき（5月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語
の入力

10日㈫
11日㈬

午前9時～
11時45分

先着
18人

500円
（資料代）

パソコンの初歩から学
びたいかた

のんびり入力 文字入力のマスター、IME
パッド・辞書の利用など

16日㈪
17日㈫

先着
18人

パソコン入門受講済み
または同レベルのかた

Excel入門
表の作成と書式設定、計
算式の入力と関数の利
用など

25日㈬
26日㈭

先着
18人

日本語入力ができるか
た

デジカメ写真
活用術

写真入りカレンダーの
作成 9日㈪ 先着

12人
日本語入力ができるか
た

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた　 4月22日㈮午前9時から参加料を添えて深谷公民館へ

図書館

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子のた
めのおはなし会 絵本、紙芝居、手遊びなど

４月14日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／０～３歳くらい
※①②とも同じ内容です。

おはなし会 絵本「はじめまして」、ストーリー
テリング（語り）、紙芝居など

4月23日㈯
午後  １時３０分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968 えいが会 ・ジャングル大帝（親友）

・ぼくの村にサーカスがきた
4月  9日㈯
午前１1時～

対象／幼児・小学校低学年
ところ／岡部公民館１階大会議室

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会

絵本「きゃべつくん」・「あひるの
たまご」、紙芝居「おはなはどこ
に」、折り紙

4月  9日㈯
午後2時～3時 対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

１部：パネルシアターと映画「か
らすのパンやさん」（20分）
２部：絵本、紙芝居、エプロンシ
アター、ストーリーテリング、手遊
び、手品など

5月  7日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

■こどもの読書週間行事（４館共通）
　4月23日㈯～5月12日㈭のこどもの読書週間に『深谷市立図書館こどもの本ランキング～今までに一番読まれた本～』
の展示・紹介・貸し出しを行います。
■図書館休館日（４館共通）
　【4月】　4日㈪・8日㈮・11日㈪・18日㈪・25日㈪
　【5月】　2日㈪・6日㈮・  9日㈪・13日㈮・16日㈪・23日㈪・30日㈪
※当分の間、午後5時で閉館します。

小
こ

暮
ぐれ

秀
ひで

一
かず

さん（江原）3月4日生

お誕生日
おめでとうご

ざいます

 祝!! 100歳

中
なか

野
の

とめさん（稲荷町北）3月19日生

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談 こども青少年課
☎574‐6646 家庭、育児、不登校などの相談 月～金曜日午前9時～午後4時 市役所北別館

家庭児童相談室

虐待防止ホットライン 家庭児童相談室
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日午前9時～午後4時
※電話相談は随時 家庭児童相談室

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談

平日午前9時～午後9時30分
土・日曜日午前9時～午後5時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
201会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引
などの法律に関する相談
予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時

市役所西別館
201会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午、午
後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水・木・金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産無料相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談 毎月第1火曜日午前9時～正午 市役所西別館

会議室 

交通事故相談 県北部地域振興センター
☎521‐7300 交通事故に関する相談 月～金曜日午前9時～午後4時

※受け付けは午後3時30分まで
県北部地域振興
センター

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登
校・いじめ・非行など、学校生
活上の不適応や悩みについ
ての相談

月～金曜日午前9時～正午、午後1
時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
0120‐4‐78374
e-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の
困り事や悩みなどの相談

毎月10日・25日午前10時～午後3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第2・4土曜日、第3水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム２

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関す
る相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 就職相談室
☎573‐1171

内職に関する仕事紹介、就職相
談、求人情報の提供　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

ハローワーク求人情報の提
供、職業相談、職業紹介

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

結婚相談 社会福祉協議会
☎573‐6563 結婚に関する相談、紹介など 毎月第1木曜日（5月5日㈷を除く）、

毎月第3日曜日午後1時～3時
ボランティア交流
センター

乳幼児相談 保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

4月11日㈪午前10時～11時30分、午後1時～4時
深谷市保健センター
4月13日㈬午前10時～11時30分
川本保健センター
4月18日㈪午前10時～11時30分
おかべ子育て支援センター
4月20日㈬午前10時～11時30分、午後1時～3時
花園保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談と専門相談
窓口の紹介　面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 ‐

こころの健康相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制

4月21日㈭
午前10時～１1時40分 深谷市保健センター

ひきこもり専門相談 熊谷保健所
☎523‐2811

原則18歳以上のひきこもり
に関する相談　予約制 毎月第3木曜日午後1時～3時 熊谷保健所

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

毎月第1木曜日午後1時30分～3時、
毎月第4火曜日午前10時～11時、午
後5時30分～6時30分

熊谷保健所

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ 
■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがあります。

女性の悩み相談室
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指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、各会場（下記）へご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

花園 花園保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

総合 総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談「
♯
8
0
0
0
」

　
休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師
が
直
ち
に
医

療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で
の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号
　
☎
♯
8
0
0
0

　
　
　
　
　
　（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　
☎
0
4
8
‐
8
3
3
‐
7
9
1
1

　
　
　
　
　
　（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間
　
平
日（
月
〜
土
曜
日
）午
後
7
時
〜
11
時

　
　
　
　
　
休
日（
日
曜
日
、祝
休
日
、年
末
年
始
）午
前
9
時
〜
午
後
11
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診
察
し
て
く
れ

る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体
制
で
受
診
可
能
な
医
療
機

関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
　
☎
0
4
8
‐
8
2
4
‐
4
1
9
9（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の
医
療
機
関
に
　

電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　
場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約
1
万
か

所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」で
検
索

全区域

4月15日㈮

4月16日㈯

4月22日㈮

午前9時20分～
　　　　　10時50分

※「健康相談」などをご利用のかたは、23ページの「各種無料相談」をご覧ください。

おおむね妊娠中期（16～ 27週）の妊婦と
夫、祖父母
※要電話予約

花園
マタニティ教室

深谷

4月14日㈭

4月22日㈮

5月12日㈭

（受け付け：午後1時～ 2時）

（受け付け：午後1時～ 2時）

（受け付け：午後1時～ 2時）

平成21年  9月  1日～   9月13日生まれ

平成21年  9月14日～   9月30日生まれ

平成21年10月  1日～ 10月15日生まれ

深谷

全区域 4月12日㈫
（受け付け：
　午前9時45分～ 10時）

おおむね3～ 5か月児
※1週間前までに要電話予約
（保育を希望されるかたは、予約時にご相談ください）

深谷
離乳食教室

深谷

川本/花園

川本/花園

4月15日㈮

4月26日㈫

5月13日㈮

4月19日㈫

（受け付け：
　午後1時～ 1時30分）

（受け付け：午後1時～ 2時）

平成22年11月27日～ 12月  6日生まれ

平成22年12月  7日～ 12月15日生まれ

平成22年12月16日～ 12月27日生まれ

平成22年11月・12月生まれ

深谷

花園

花園

4か月児
健康診査

深谷/岡部

川本/花園

4月19日㈫

4月20日㈬

4月25日㈪

4月  6日㈬

（受け付け：
　午後1時～ 1時30分）

平成22年12月16日～

　　　　　　平成23年1月15日生まれ

平成22年12月生まれ

総合

花園

BCG予防接種

深谷/岡部

川本/花園

4月  8日㈮

4月11日㈪

4月12日㈫

4月13日㈬

4月18日㈪

4月27日㈬

初回　平成22年5月～ 7月生まれ

追加　平成21年11月～

　　　　　　　　平成22年1月生まれ

総合

花園

ポリオ

1歳6か月児
健康診査

深谷
4月21日㈭

5月10日㈫

4月12日㈫

平成19年  9月15日～   9月30日生まれ

平成19年10月  1日～ 10月15日生まれ

平成19年9月・10月生まれ

深谷
3歳児
健康診査

 事業名 対象者区域 会場 実施日時 対象者など

とき 休日診療医院名 問い合わせ

4月 3日㈰
清水眼科医院 ☎581‐0378
石川医院耳鼻咽喉科 ☎571‐0038

4月10日㈰
正田眼科 ☎571‐1198
矢部耳鼻咽喉科 ☎574‐3535

とき 休日診療医院名 問い合わせ
4月29日㈷ 石川アイクリニック ☎572‐6315
5月 1日㈰ 神足眼科医院 ☎574‐6754
5月 8日㈰ 高橋眼科医院 ☎571‐0318

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町62‐2・☎573‐7723）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

診療日   4月  3日・10日・17日・24日・29日
 5月  1日・  3日・  4日・  5日・  8日・

　　　　　　　15日・22日・29日

診療時間   午前9時～正午・午後2時～5時

診療科目   内科・小児科

診療日   4月  2日・  3日・  9日・10日・16日・17日・23日・24日・
　　　　　　　29日・30日
　　　　　 5月  1日・  3日・  4日・  5日・  7日・  8日・14日・15日・
　　　　　　　21日・22日・28日・29日

診療時間  午後7時～10時
　　　　　　※受け付けは午後9時45分までに済ませるようにしてください。

診療科目   小児科・内科（こども）



262011.4. 広報ふかや27 2011.4. 広報ふかや

◆以下の事業は予約制です。  ４月19日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

事業名 内容 会場・日時 対象

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ヶ丘子育て支援センター
5月11日㈬午前10時30分
～11時30分

1歳半未満児と
保護者

各日先着
20組 無料

桜ヶ丘子育て支援セン
ター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約は不
要です。

5月18日㈬午前10時30分
～11時30分

1歳半以上児と
保護者

お誕生会 5月25日㈬午前10時30分
～11時30分

未就学児と
保護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
5月11日㈬午前10時30分
～11時30分

1歳半未満児と
保護者

5月18日㈬午前10時30分
～11時30分

1歳半以上児と
保護者

お誕生会 5月25日㈬午前10時30分
～11時30分

未就学児と
保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
5月11日㈬午前10時30分
～11時30分

1歳半以上児と
保護者

5月18日㈬午前10時30分
～11時30分

1歳半未満児と
保護者

お誕生会 5月25日㈬午前10時30分
～11時30分

未就学児と
保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
5月11日㈬午前10時30分
～11時30分

1歳半以上児と
保護者

5月18日㈬午前10時30分
～11時30分

1歳半未満児と
保護者

お誕生会 5月25日㈬午前10時30分
～11時30分

未就学児と
保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

豊里子育て支援センター
5月11日㈬・18日㈬午前10
時30分～11時30分 未就学児と

保護者
お誕生会 5月25日㈬午前10時30分

～11時30分

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
5月6日㈮・20日㈮午前10
時30分～11時30分

1歳半未満児と
保護者

5月13日㈮・27日㈮午前10
時30分～11時30分

1歳半以上児と
保護者

おかべ子育て支援センター
5月6日㈮・20日㈮午前10
時30分～11時30分

1歳半以上児と
保護者

5月13日㈮・27日㈮午前10
時30分～11時30分

1歳半未満児と
保護者

明戸子育て支援センター
5月6日㈮・20日㈮午前10
時30分～11時30分

1歳半以上児と
保護者

5月13日㈮・27日㈮午前10
時30分～11時30分

1歳半未満児と
保護者

豊里子育て支援センター
毎週金曜日午前10時30分
～11時30分

未就学児と
保護者

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです 桜ヶ丘子育て支援センター

5月6日㈮・20日㈮午前10
時30分～11時30分

1歳半未満児と
保護者 各日先着

20組 無料

桜ヶ丘子育て支援セン
ター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約は不
要です。5月13日㈮・27日㈮午前10

時30分～11時30分
1歳半以上児と
保護者

給食体験
給食を食べながら栄養士
が食事や栄養について相
談に応じます

豊里子育て支援センター
5月10日㈫午前11時～正
午

離乳食を終了し
ている未就学児と
保護者

先着7組
親
300円
子
250円

豊里子育て支援センター

サークルづくり
親子で一緒に遊びましょ
う！学級終了後、サークル
を作って活動してみませ
んか？活動場所など、ス
タッフがアドバイスします

各子育て支援センター
5月17日㈫午前10時30分
～11時30分

平成21年4月～
平成22年3月生ま
れのお子さんと保
護者

先着20組 無料 各子育て支援センター

ベビーオイル
マッサージ

親子で楽しみながらベ
ビーオイルマッサージをし
ましょう！

明戸子育て支援センター
5月26日㈭午前10時30分～
１１時30分

1歳未満児と
保護者 先着20組 無料 明戸子育て支援センター

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前8時30
分～午後5時

未就学児と
保護者

ハートフル広場
お子さんの発達について
保健師がアドバイスします

豊里子育て支援センター
5月24日㈫午前10時～11
時30分

未就学児と
保護者

パワフルランド
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
5月19日㈭午前10時30分
～11時30分

未就学児と
保護者

● 桜ヶ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101

赤
ち
ゃ
ん
が
ぐ
っ
す
り
眠
る
方
法

　

赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
４
か
月
ご
ろ
か
ら
だ

ん
だ
ん
と
昼
と
夜
の
違
い
が
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
に
は
、

ま
ず
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

朝
起
き
た
ら
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
、
体

内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
す
。
ぬ
ら
し
た

タ
オ
ル
で
顔
を
ふ
き
、
お
む
つ
交
換
す
る

と
さ
っ
ぱ
り
し
ま
す
。
昼
間
は
、
お
昼
寝

の
時
間
で
も
部
屋
を
真
っ
暗
に
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
度
に
遊
ぶ
こ
と
も
必

要
で
す
。
夜
眠
る
と
き
に
は
、
部
屋
の
明

か
り
を
暗
く
し
、
添
い
寝
を
し
て
あ
げ
る

と
安
心
し
ま
す
。
マ
マ
よ
り
も
体
が
温
か

い
と
い
わ
れ
る
パ
パ
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
手

を
握
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

体
温
が
下
が
っ
た
と
き
に
眠
り
や
す
い

の
で
、
寝
る
30
分
ほ
ど
前
に
入
浴
し
、
体

を
温
め
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

ま
た
、「
夜
泣
き
」
と
い
っ
て
、
夜
中

に
突
然
、
意
味
も
な
く
泣
き
だ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

夜
の
睡
眠
は
、
脳
に
記
憶
を
定
着
さ
せ

る
と
い
わ
れ
、
昼
間
の
刺
激
が
強
い
と
夜

泣
き
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

春
は
、
季
節
や
年
度
の
変
わ
り
目
で
、

夜
泣
き
が
一
時
的
に
多
く
な
る
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
一
度
、
電
気
を
つ
け
て
気
分

転
換
し
、
抱
っ
こ
で
と
ん
と
ん
と
あ
や
し

て
、
再
び
お
布
団
へ
。
添
い
寝
し
な
が
ら

手
や
足
を
さ
す
っ
て
、
し
ば
ら
く
様
子
を

み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

５
７
５
‐
１
１
０
１
）

問

ヨガ教室
ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？ おかべ子育て支援センター

5月21日㈯午前10時30分～
１１時30分

未就学児の
保護者 先着20人 無料 おかべ子育て支援センター

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前8時30
分～午後5時

未就学児と
保護者



オープンガーデンめぐりには、バスか
タクシーをご利用ください。
※自家用車での見学はご遠慮ください。
バスの問い合わせ　深谷観光（☎ 571
‐ 1881）
※各コースの詳細は、決まり次第ガー

デンシティふかやのホームページに掲載します。

バラの競演を格安の価格で観賞いただけます

ふかや緑の王国でも新しい芽吹きが始まっています

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

ガーデンシティふかや推進室（ふかや緑の王国）  ☎551‐5551・深谷市櫛引24（埼玉県花植木流通センター隣）

■
発
行
／
深
谷
市（
秘
書
室
）　
埼
玉
県
深
谷
市
仲
町
1
1
番
1
号

　
☎
5
7
1
‐
1
2
1
1・
７
5
7
4
‐
8
5
3
1

■
Ｃ
h
ttp
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w
w
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m
a
.jp
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m
a
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/

そよ風コンサート“若葉の薫る中での音楽祭”
ツリークライミング“ロープ1本で木に登ろう”
“万華鏡で春をのぞこう”
王国特製窯焼ピザ教室や、王国特産品の限定
販売
など、イベント盛りだくさんです！

とき　5月12日㈭午前8時30分～午後5時
ところ　西武ドーム
集合　深谷ビッグタートル第2駐車場
参加料　4,000円（交通費、入場料、保険料、
昼食代）
定員　200人（応募多数の場合は抽選）
申し込み　4月11日㈪～27日㈬までに、ふ
かや緑の王国へ

「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
Ｃhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

↑登録はこちらから


